
ジャパンケーブルキャスト株式会社(第 24 期) 

 1

貸 借 対 照 表 

(2025年12月31日現在） 

（単位：千円） 

資  産  の  部 負  債  の  部 

科 目 金 額 科 目 金 額 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

売 掛 金 

商 品 

前 払 費 用 

未 収 消 費 税 等 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

   

固 定 資 産          

有 形 固 定 資 産 

建 物 

機 械 及 び 装 置 

工 具 、 器 具 及 び 備 品 

建 設 仮 勘 定 

 

無 形 固 定 資 産 

商 標 権 

ソ フ ト ウ ェ ア 

ソ フ ト ウ ェ ア 仮 勘 定 

 

投 資 その他 の資 産 

投 資 有 価 証 券 

関 係 会 社 株 式 

長 期 前 払 費 用 

敷 金 

長 期 預 金 

繰 延 税 金 資 産 

そ の 他 

 

3,307,201 

2,826,797 

390,075 

13,604 

32,169 

37,274 

7,686 

 △405 

 

1,501,779 

844,337 

9,249 

821,786 

11,921 

1,380 

 

123,232 

590 

108,337 

14,305 

 

534,209 

1,634 

0 

10,355 

19,069 

400,000 

49,837 

53,311 

流  動  負  債 

一年内返済予定の長期借入金 

未 払 金 

未 払 費 用 

未 払 法 人 税 等 

設 備 関 係 未 払 金 

前 受 金 

そ の 他 

 

 

 

 

 

 

固 定 負 債 

長 期 借 入 金 

退 職 給 付 引 当 金 

資 産 除 去 債 務 

そ の 他 

 

 

 

485,932 

11,040 

182,073 

34,215 

128,938 

11,445 

108,426 

9,794 

  

 

 

 

 

 

137,260 

21,800 

97,082 

13,187 

5,191 

 

 

負 債 合 計 623,193 

純  資  産  の  部 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

資 本 準 備 金 

その他 資 本 剰 余 金 

利 益 剰 余 金  

そ の 他 利 益 剰 余 金 

繰 越 利 益 剰 余 金 

 

4,185,787 

 379,309 

343,576 

304,309 

39,267 

3,462,902 

3,462,902 

3,462,902 

 

純 資 産 合 計 4,185,787 

資 産 合 計 4,808,981 負債及び純資産合計  4,808,981 

（注）当期純利益 384,710千円 
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個 別 注 記 表 

 

１． 重要な会計方針に係る事項に関する注記  

（１） 資産の評価基準及び評価方法 

①有価証券の評価基準及び評価方法 

関係会社株式 移動平均法による原価法 

その他有価証券  

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法 

 

②棚卸資産の評価基準及び評価方法 

  商品   移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法に 

より算定） 

 

（２） 固定資産の減価償却の方法 

①有形固定資産（リース資産を除く）  定額法 

なお、主な耐用年数は以下の通りであります。 

建物 ８～15年 

機械及び装置 ５～９年 

工具、器具及び備品 ３～15年 

 

②無形固定資産（リース資産を除く）  定額法 

なお、商標権については10年、自社利用のソフトウェ

アの減価償却は、社内における利用可能期間（５年）

に基づいております。 

 

③リース資産                     所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同

一の方法を採用しております。 

 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額

法を採用しております。 

 

（３） 引当金の計上基準  

①貸倒引当金 

売上債権等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒

懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

 

②退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上してお

ります｡ 

 

 （４） 重要な収益および費用の計上基準  

当社は、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財またはサービスと交換に

受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。当社は主に、日本全国のケーブルテ

レビ事業者及び番組供給事業者向けの通信ネットワーク事業を行っております。当社が提供する基本

システム利用料や回線利用料の販売については、顧客との契約に基づき、主に顧客が検収した時点で

履行義務が充足されるため、当該時点で収益を認識しております。また、自治体からの業務委託につい

ては、顧客との契約に基づき、履行義務が時の経過とともに充足されるため、契約期間に応じて一定の

期間にわたり収益を認識しております。 
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２．貸借対照表に関する注記  

（１）有形固定資産の減価償却累計額             

なお、上記金額には、減損損失累計額を含めております。 

 

（２）関係会社に対する金銭債権債務（区分表示したものを除く） 

短期金銭債権 

短期金銭債務 

 

（３）契約負債の残高 

なお、上記金額は、前受金として表示しております。 

             

３．税効果会計に関する注記  

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

（単位：千円） 

繰延税金資産  

減価償却超過額 966 

資産除去債務 4,156 

未払事業税 7,467 

30,600 

9,953 

退職給付引当金 

関係会社株式評価損 

投資有価証券評価損 5,788 

12,264 その他 

繰延税金資産小計 71,197 

評価性引当額 △20,034 

繰延税金資産合計 51,162 

  

繰延税金負債  

資産除去債務に対応する固定資産増加額 1,324 

繰延税金負債合計 1,324 

  

繰延税金資産の純額 49,837 

 

４．関連当事者との取引に関する注記 

親会社及び法人主要株主等  

（単位：千円） 

属性 

会社

等 

の名

称 

議決権等

の所有

（被所有）

割合 

関連当事者と

の関係 
取引の内容 

取引金額 

(注) 
科目 期末残高 

その他

の 

関係会

社 

株式会

社 

NTT 

ドコモ 

（被所有） 

直接17.3％ 

番組配信 

サービス及び

業務委託 

映像信号受渡

サービス（注） 
29,376 売掛金 2,692 

番組送出設備

運用業務委託

(注) 

507,753 
未払金 

未払費用 

24,390 

4 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注） 価格その他の取引条件については、個別に見積書を提出し価格交渉の上、決定しています。 

  

５．１株当たり情報に関する注記  

（１）１株当たり純資産額 1,208円32銭 

  

（２）１株当たり当期純利益 111円05銭 

 

 

2,245,321千円 

9,241千円 

35,941千円 

108,426千円 


